農山漁村地域整備計画における事後評価
【整備計画の概要】
	計画の名称
	大阪府海岸保全施設整備計画

	計画策定主体
	大阪府

	対象市町村
	堺市、高石市、岸和田市、田尻町、泉南市、阪南市、岬町

	計画の期間
	平成27年度～平成30年度（4年間）


【事後評価項目】
	　項　目
	評価の内容

	①交付対象事業の
進捗状況
	（海岸耐震対策）
南海トラフ耐震対策が必要となった高石及び岸和田漁港の防潮堤は、高石漁港は0.4㎞、岸和田漁港は0.5㎞の耐震対策工事に、着手し完了した。
（海岸堤防等老朽化対策）
海岸保全施設の損傷度の調査ならびに長寿化計画の策定は、大阪府管理１２漁港海岸の内、６漁港海岸（堺出島漁港～田尻漁港）の長寿命化計画を策定した。
（津波・高潮危機管理対策）
　排水機場の電気機械の設備改修工事に着手し、ゲート設備及び除塵設備の改修工事は完了した。

	②事業効果の発現
状況
	（海岸耐震対策）
南海トラフ地震に対する防潮堤の液状化対策の実施により、津波による浸水からの、人命や財産の防護が図られた。
（海岸堤防等老朽化対策）
　海岸保全施設の損傷度の調査ならびに長寿化計画の策定を行った６漁港について、予防保全をふまえた適切な維持管理が可能となった。

	③成果目標の目標
値の実現状況
	（海岸耐震対策）
高石及び岸和田漁港海岸において、防潮堤の液状化対策及び耐震補強を実施し、南海トラフ地震発生に伴う津波浸水被害の拡大を防ぎ、安全性が確保される地域の面積を45.9ha増加させた。

	④今後の方針
	本計画期間内において未完了となった津波・高潮危機管理対策事業について、引き続き実施し事業効果の早期発現に努める。


